
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  クローラ式の下部走行体の上に上部旋回

体を旋回自在に配置して該上部旋回体に装備された巻上

げ機構で掘削機本体を巻上げ下げ自在に吊持した地中連

続壁用掘削機において、

前記掘削機本体に揚泥ポンプを内蔵して該ポンプに揚泥

ホースを接続し、該揚泥ホースを受けるホースガイドを

鉛直軸線回りに回動自在となるように前記上部旋回体の

頂部近傍に設置するとともに、吐出口を設けた揚泥ホー

スリールを鉛直軸線回りに回動自在となるように前記上

部旋回体に設置して該揚泥ホースリールで前記揚泥ホー

スを巻き取るように構成してなり、前記ホースガイドお

よび前記揚泥ホースリールは、前記揚泥ホースの巻出し

若しくは巻取りに伴って鉛直軸線回りに回動するように

なっていることを特徴とする地中連続壁用掘削機。

【請求項２】  前記揚泥ホースリールを鉛直軸線回りに

回動可能な駆動機構を前記上部旋回体に設置し、該駆動

機構を前記揚泥ホースリールにおける前記揚泥ホースの

巻取り位置に応じて駆動制御するようにした請求項１記

載の地中連続壁用掘削機。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、空頭高さや施工空

間に制約のある場所に適した地中連続壁用掘削機に関す

る。

【０００２】

【従来の技術】地中連続壁を構築する際の地盤掘削機械

としてハイドロフレーズ掘削機が広く使用されている。

ハイドロフレーズ掘削機は、安定液で満たされた溝内に

吊り込まれた状態でロータリーカッターを回転駆動させ
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ることにより、地盤を鉛直下方に掘り下げていく構造に

なっており、掘削された土砂については、安定液ととも

に地上に吸い上げられて土砂分離等の処理を経た後、再

び孔内に戻して循環使用される。

【０００３】ここで、空頭高さに制限がない場合には、

標準型のハイドロフレーズ掘削機をクローラクレーンで

溝内に吊り降ろして使用するが、高架下や地下では数ｍ

程度の施工高さしか確保できない場合も少なくない。か

かる場合には、路下式ハイドロフレーズ掘削機が適して

いる。

【０００４】図６は、従来の路下式ハイドロフレーズ掘

削機を示したものである。同図でわかるように、従来の

路下式ハイドロフレーズ掘削機は、敷設されたレール１

上を走行するやぐら２と、該やぐら２に吊持された掘削

機本体３とから概ね構成され、掘削機本体３は、やぐら

２に設置された巻上げウインチ４によって溝５内に吊り

込まれるようになっている。また、やぐら２には、掘削

機本体３に接続された油圧ホースを巻き取るための油圧

ホースリール６や計測ケーブルを巻き取るためのケーブ

ルリール７等が装備されている。

【０００５】かかる路下式ハイドロフレーズ掘削機を使

用して掘削を行う際、掘削された土砂は揚泥管（図示せ

ず）を介して安定液とともに地上に設置された真空式ス

ラリーポンプで吸い上げられるが、かかる揚泥管は、掘

削機本体の下降に合わせて順次継ぎ足していく必要があ

る。

【０００６】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、空頭の

制限が厳しい場合には、短い揚泥管を使用せざるを得

ず、その分、継ぎ足し回数が多くなって掘削効率が低下

するという問題を生じていた。

【０００７】すなわち、揚泥管を継ぎ足すには、まず、

揚泥作業をいったん中断して使用中の揚泥管を切り離

し、次いで、新しい揚泥管を継ぎ足し、最後に、ポンプ

内を真空状態に戻した後で揚泥を再開するといった一連

の作業が必要になり、継ぎ足し回数が多くなればなるほ

ど、全体の時間に占める切り継ぎ作業の時間割合が大き

くなって掘削効率は悪化する。また、狭隘な場所での作

業であることを考えれば安全面でも問題が生じてくる。

【０００８】さらに、レール走行式のために走行経路が

限定され、微調整を行うことが困難であるとともに、そ

もそもレール敷設に手間がかかるし、ルート変更も容易

ではないという問題も生じていた。

【０００９】本発明は、上述した事情を考慮してなされ

たもので、揚泥管の切り継ぎに起因する手間やロスタイ

ムをなくして掘削効率を高めるとともに、ルート変更や

微調整にも対応可能な地中連続壁用掘削機を提供するこ

とを目的とする。

【００１０】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた

め、本発明の地中連続壁用掘削機は請求項１に記載した

ように、クローラ式の下部走行体の上に上部旋回体を旋

回自在に配置して該上部旋回体に装備された巻上げ機構

で掘削機本体を巻上げ下げ自在に吊持した地中連続壁用

掘削機において、前記掘削機本体に揚泥ポンプを内蔵し

て該ポンプに揚泥ホースを接続し、該揚泥ホースを受け

るホースガイドを鉛直軸線回りに回動自在となるように

前記上部旋回体の頂部近傍に設置するとともに、吐出口

を設けた揚泥ホースリールを鉛直軸線回りに回動自在と

なるように前記上部旋回体に設置して該揚泥ホースリー

ルで前記揚泥ホースを巻き取るように構成してなり、前

記ホースガイドおよび前記揚泥ホースリールは、前記揚

泥ホースの巻出し若しくは巻取りに伴って鉛直軸線回り

に回動するようになっているものである。

【００１１】また、本発明の地中連続壁用掘削機は、前

記揚泥ホースリールを鉛直軸線回りに回動可能な駆動機

構を前記上部旋回体に設置し、該駆動機構を前記揚泥ホ

ースリールにおける前記揚泥ホースの巻取り位置に応じ

て駆動制御するようにしたものである。

【００１２】本発明の地中連続壁用掘削機においては、

上部旋回体に装備した巻上げ機構を駆動して掘削機本体

を溝内に吊り込み、掘削機本体で地盤を掘り下げる。そ

して、掘削された土砂を掘削機本体に内蔵した揚泥ポン

プで安定液とともに吸い上げるとともに、これを揚泥ホ

ースを介して揚泥ホースリールまで導き、該リールの吐

出口から吐出させる。

【００１３】ここで、掘削機本体を昇降させる際、掘削

機本体の揚泥ポンプに接続された揚泥ホースは、上部旋

回体の頂部近傍に設置されたホースガイドでその重量を

いったん受けた後、上部旋回体に設置された揚泥ホース

リールから巻き出され若しくは巻き取られるが、揚泥ホ

ースの巻出し若しくは巻取りに伴い、ホースガイドおよ

び揚泥ホースリールは、揚泥ホースに作用する張力がも

っとも小さくなるように自然に鉛直軸線回りに回動し、

揚泥ホースは、揚泥ホースリールからスムーズに巻き出

され若しくは巻き取られる。

【００１４】揚泥ホースリールを鉛直軸線回りに回動可

能な駆動機構を上部旋回体に設置し、該駆動機構を揚泥

ホースリールにおける揚泥ホースの巻取り位置に応じて

駆動制御するようにした場合、揚泥ホースリールは、揚

泥ホースの巻出し若しくは巻取りに伴い、その巻取り位

置に応じて回動駆動される。したがって、揚泥ホースリ

ールからホースガイドまでの距離が短い場合であって

も、揚泥ホースを揚泥ホースリールからスムーズに巻き

出し若しくは巻き取ることができる。

【００１５】

【発明の実施の形態】以下、本発明に係る地中連続壁用

掘削機の実施の形態について、添付図面を参照して説明

する。なお、従来技術と実質的に同一の部品等について

は同一の符号を付してその説明を省略する。
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【００１６】図１、図２は、それぞれ本実施形態に係る

地中連続壁用掘削機を示した正面図、背面図である。こ

れらの図でわかるように、本実施形態に係る地中連続壁

用掘削機１１は、クローラ式の下部走行体１２の上に上

部旋回体１３を旋回自在に配置してあり、上部旋回体１

３には、掘削機本体１５を巻き上げる巻上げ機構として

の巻上げウインチ１４、掘削機本体１５への油圧ホース

を巻き取る油圧ホースリール１６、計測ケーブルを巻き

取るケーブルリール１７、１８、原動機や油圧ポンプ等

を収容した油圧ユニット１９等を装備してある。

【００１７】一方、掘削機本体１５は、図３の正面図で

よくわかるように、フレーム３１の下端に油圧駆動式の

ロータリーカッター３２、３２を並設するとともに、孔

壁に当接されて掘削機本体の姿勢を修正する伸縮自在な

修正板３３を側面上下に２カ所ずつ設けるとともに、同

様の修正板３４を正面に４カ所、背面にも４カ所（図示

せず）合計１２カ所に設けてある。また、フレーム３１

の中央には、掘削土砂を安定液とともに吸い上げる揚泥

ポンプ３５を設置してあり、該揚泥ポンプ３５には揚泥

ホース３６を接続してある。そして、フレーム３１に取

り付けたワイヤーシーブ３８、３８には、上部旋回体１

３に装備された巻上げウインチ１４から巻き出されたワ

イヤー３７、３７を掛けてある。

【００１８】再び図２を参照して、上部旋回体１３の頂

部近傍においては、掘削機本体１５からの揚泥ホース３

６を受けるホースガイド２０をアーム２３を介して頂部

フレーム２２に取り付けてあり、該アーム２３と頂部フ

レーム２２とを鉛直回動軸２４で連結することによって

ホースガイド２０を鉛直軸線回りに回動自在としてあ

る。

【００１９】ここで、ホースガイド２０は、揚泥ホース

３６に過度な応力を発生させないよう、複数個のローラ

ーで緩やかに湾曲させるように構成するのがよい。

【００２０】油圧ホースリール１６と反対の側には、吐

出口２６を設けた揚泥ホースリール２５を鉛直軸線回り

に回動自在となるように上部旋回体１３に装備してあ

り、該揚泥ホースリール２５で揚泥ホース３６を巻き取

るようになっている。

【００２１】ここで、揚泥ホースリール２５の下方に

は、該揚泥ホースリールを鉛直軸線回りに回動可能な駆

動機構２７を設置してあり、該駆動機構２７は、図４

(a)に示すように、揚泥ホース３６の巻取り位置に応じ

て、該リール２５を矢印の範囲内で回動させるようにな

っている。

【００２２】本実施形態の地中連続壁用掘削機において

は、上部旋回体１３に装備した巻上げウインチ１４を駆

動して掘削機本体１５を溝５内に吊り込み、該掘削機本

体１５で地盤を掘り下げる。そして、掘削された土砂を

掘削機本体１５に内蔵した揚泥ポンプ３５で安定液とと

もに吸い上げるとともに、これを揚泥ホース３６を介し

て揚泥ホースリール２５まで導き、該リール２５の吐出

口２６から吐出させる。

【００２３】ここで、掘削機本体１５を昇降させる際、

掘削機本体１５の揚泥ポンプ３５に接続された揚泥ホー

ス３６は、上部旋回体１３の頂部近傍に設置されたホー

スガイド２０でその重量をいったん受けた後、上部旋回

体１３に設置された揚泥ホースリール２５から巻き出さ

れ若しくは巻き取られるが、揚泥ホース３６の巻出し若

しくは巻取りに伴い、揚泥ホースリール２５が揚泥ホー

ス３６の巻取り位置に応じて回動するように、駆動機構

２７を制御する。

【００２４】図５は、駆動機構２７を制御する手順を説

明したフローチャートである。駆動機構２７の制御手順

としては、同図に示すようにまず、揚泥ホースリール２

５の巻取り軸に関する回転角を計測する（ステップ１０

１）。リールの回転角を検出する手段としては、たとえ

ばエンコーダを揚泥ホースリール２５に内蔵しておけば

よい。

【００２５】次に、計測された回転角に対応する揚泥ホ

ース３６の巻取り位置を演算する（ステップ１０２）。

ホース巻取り位置を演算するにあたっては、揚泥ホース

リール２５の回転角と揚泥ホース３６の巻取り位置との

関係、たとえばリール２５を八回転させれば巻取り位置

が反対側に移動し、さらに八回転させれば元の位置に戻

ってくるというような関係を、たとえば上部旋回体１３

の運転室２８内に設置された数値演算装置２９（図４）

の記憶部にあらかじめ格納しておき、かかる関係に計測

値を照らし合わせるようにすればよい。

【００２６】次に、演算された巻取り位置からリール２

５の最適回動角度を演算する（ステップ１０３）。かか

る場合にも、巻取り位置とリール２５の最適回動角度と

の関係を予め数値演算装置２９の記憶部に格納しておけ

ばよい。

【００２７】次に、該演算値に基づいて駆動機構２７を

制御する（ステップ１０４）。

【００２８】ここで、図４(a)は、揚泥ホース３６の巻

取り位置が揚泥ホースリール２５の最も外側にきた場合

の揚泥ホースリール２５の回動位置を示したものであ

り、同図(b)は、揚泥ホース３６の巻取り位置が該リー

ルの最も内側にきた場合のリールの回動位置を示したも

のである。

【００２９】これらの図でわかるように、揚泥ホース３

６の巻取り位置に応じて揚泥ホースリール２５を回動さ

せれば、揚泥ホース３６は、常に掘削機本体１５に落と

し込まれる方向に向かって巻き出されあるいは該方向か

ら巻取られることとなるとともに、ホースガイド２０も

揚泥ホースリール２５の回動動作に追従するように回動

軸２４の回りに回動するので、揚泥ホース３６は、揚泥

ホースリール２５からスムーズに巻き出されあるいは巻

取られる。
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【００３０】以上説明したように、本実施形態に係る地

中連続壁用掘削機によれば、掘削機本体に揚泥ポンプを

内蔵するとともに該ポンプに接続された揚泥ホースをホ

ースガイドを介して揚泥ホースリールで巻取るように構

成するとともに、ホースの巻取り位置に応じて揚泥ホー

スリールを回動させるようにしたので、揚泥ホースは、

リール上のどの位置に巻かれている場合であってもスム

ーズに巻き取られあるいは巻き出される。

【００３１】したがって、リールから出ていく揚泥ホー

スの方向がリールの巻取り位置によって大きな差がある

場合、すなわち、リールとホースガイドとの距離が小さ

い場合であってもスムーズな巻取り並びに巻出し操作が

可能となり、上部旋回体１３の高さを抑えたコンパクト

な設計が実現できる。ちなみに、本出願人の設計によれ

ば、クローラ式走行体も含めて全高を５ｍとすることが

可能であり、従来であれば、空頭高さの関係上、短い揚

泥管を何回も継ぎ足していかねばならない場所であって

も、本実施形態の掘削機を用いれば、揚泥管の継ぎ足し

が不要となるとともに、揚泥再開のたびにポンプ内を真

空に戻すといった手間が一切なくなり、地下や高架下と

いった空頭制限のある場所での掘削効率は飛躍的に向上

する。また、狭隘な場所での継ぎ足し作業がなくなる分

だけ作業の安全性も改善される。

【００３２】また、上部旋回体の高さを抑えた分、クロ

ーラ式の走行体を採用することが可能となり、狭隘な場

所での機動性が格段に向上する。特に、レール方式では

困難であった微調整が可能となるので掘削精度が向上す

るとともに、走行経路も自由に選択することが可能とな

る。

【００３３】本実施形態では、揚泥ホースリールを駆動

機構で強制的に回動させるようにしたが、空頭制限がそ

れほど厳しい条件ではなく、リールとホースガイドとの

距離がある程度確保できるのであれば、かかる駆動機構

を省略してもよい。

【００３４】かかる場合においても、ホースガイドおよ

び揚泥ホースリールは、揚泥ホースの巻出し若しくは巻

取りに伴って揚泥ホースに作用する張力がもっとも小さ

くなるように自然に鉛直軸線回りに回動し、揚泥ホース

は、揚泥ホースリールからスムーズに巻き出され若しく

は巻き取られる。

【００３５】

【発明の効果】以上述べたように、本発明に係る地中連

続壁用掘削機によれば、揚泥管の切り継ぎに起因する手

間やロスタイムをなくして掘削効率を高めるとともに、

ルート変更や微調整にも対応することが可能となる。

【００３６】

【図面の簡単な説明】

【図１】本実施形態に係る地中連続壁用掘削機の正面

図。

【図２】本実施形態に係る地中連続壁用掘削機の背面

図。

【図３】本実施形態に係る掘削機本体の正面図。

【図４】本実施形態に係る地中連続壁用掘削機の作用を

説明した図であり、(a)は揚泥ホースの巻取り位置が最

も外側に位置するときのリールの回動位置を示した図、

(b)は同じく最も内側に位置するときのリールの回動位

置を示した図。

【図５】回動機構の制御手順を説明したフローチャー

ト。

【図６】従来技術に係る地中連続壁用掘削機の正面図。

【符号の説明】

１１                  地中連続壁用掘削機

１２                  クローラ式の下部走行体

１３                  上部旋回体

１４                  巻上げウインチ（巻上げ機構）

１５                  掘削機本体

１６                  油圧ホースリール

２０                  ホースガイド

２５                  揚泥ホースリール

２７                  駆動機構

３５                  揚泥ポンプ

３６                  揚泥ホース



(5) 特許第３１９１８５９号

【図１】 【図２】

【図３】 【図６】



(6) 特許第３１９１８５９号

【図４】



(7) 特許第３１９１８５９号

【図５】
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